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２００７／０８／０２

説明の流れ

●ノウハウ伝授システム構築に向けて

 背景とニーズ

 目的

 人に行動を伝えるには

 システム構築に向けての機能の試作

 課題

 まとめ
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２００７／０８／０２

背景とニーズ

１．１．背景背景

●業務効率化による担当者の削減と●業務効率化による担当者の削減と
熟練者の職者熟練者の職者

●こま切れ●こま切れななシステム導入システム導入

２．２．ニーズニーズ
●業務遂行ノウハウの登録と伝授●業務遂行ノウハウの登録と伝授
●効率的な教育システムの実現●効率的な教育システムの実現
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２００７／０８／０２

目的

●行動情報の記録

●行動指示の自動化

●ノウハウ伝授システム
行動の自動指示
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２００７／０８／０２

方針

 とにかくデータを蓄積する

 個人の断片的な行動情報を蓄積する
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２００７／０８／０２

行動とは

 行動とは微小行動の連続

 微小行動は微小判断により選択

次はどうする
最後はどうなる

行動＝時間、状況、目的、予想される結果、
行動手順、行動方法、資料、用語｝

Ｏ

A０

R0
(A1)

R1

行動０={時間０、状況０、目的０、予想される結果０、、、｝

行動の評価軸１

行動の評価軸２

R0={微小目標Ｒ0｝

０は現在状況A0 と
微小目標R0から構成される。

R1={行動の
予想結果｝

RX

その他に選択
可能な行動

行動目標

行動の提示は微
小行動に分解して
提示する必要あり
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２００７／０８／０２

システム構築に向けて

 特定部門用語辞書の作成

 何がしたいのかを検索する目的検索の実現

行動キーワードを利用した検索の有効性

 モデルインデックス

 パートーナーコンピュータの実現
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２００７／０８／０２

用語辞書の作成

既存資料から用語を抽出する
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２００７／０８／０２

行動キーワード（目的）に着目した検索

 資料からの短文取り出し
 資料から有効な知識の取り出し

行動を示す

資料

短文資料

キーワード候補
スクリプト

（行動手順）

有効な
キーワード

キーワード
の抽出

短文の
切り出し

行動を考慮した
キーワード

の選択

知識の獲得

検索

何がしたいのかに着目

行動は鳥インフルエンザの診
断手順について
行動情報：疑い、診断、治療

Wikipedia e防人
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２００７／０８／０２

行動キーワードを使用した検索結果

厚生労働省のホームページ＊上の
新型インフルエンザ対策行動計ｔ画より
文献１６個を収集

厚生労働省フェーズ２.pdf
厚生労働省フェーズ３.pdf
厚生労働省フェーズ４５.pdf
厚生労働省フェーズ６.pdf
厚生労働省参考資料.pdf
厚生労働省東京会議.pdf
厚生労働省行動計画.pdf
厚生労働省高齢者.pdf
厚生労働省１.pdf
厚生労働省２.pdf
厚生労働省３.pdf
厚生労働省４.pdf
厚生労働省５.pdf
厚生労働省６.pdf
新型インフルエンザQA.pdf
新型インフルエンザ対策行動計画詳細.pdf

＊ http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html

１．データのダウンロード

•キーワード候補数は約４９００個
•終端記号を除く文字数は約２１万文字
•得られた短文の数は約１６００

２．処理

３．検索 “疑い 検査 診療”で検索

[疑い症例の診断]
医療機関に対して、新型インフルエンザ疑い患者は
トリアージ方針に従い指定医療機関において
検査・診療を行うよう指示する

をヒット

更にトリアージを検索

トリアージ
災害発生時などに多数の傷病者が発生した場合に、適切な搬送、

治療等を行うために、傷病の緊急度や程度に応じて優先順位をつけること。



11

SIG-KST発表

２００７／０８／０２

行動キーワードを利用した検索の評価

 思いつきのキーワード検索に比べて検索時間短縮
の効果が期待できる

0.26２注意事項

1.56１２要観察 診断

0.91７疑い 診断 治療

2.21１７疑い 診断

14.56１１２鳥インフルエンザ

予想理解時間（分）＊＊検索結果（件数）＊発行キーワード

＊約１６００文から検索をした
＊＊１文の平均長は１３０文字であるため、毎分１０００文字を
読むことができるとした場合
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２００７／０８／０２

モデルインデックス

２．ボディ周り１．全体関係

５．電子部品関係

４．ディスプレイ

３．キーボード

標準 議事録 技報 出張報告 公簡
用語
略語

規格 ノウハウメモ

自分の
コンピュータ

仕様検討 詳細設計 詳細計画 基本設計 試作試験 試作製作 量産 試作評価
アフター
サービス

抽象的なリンク先
の設定が可能

連続的な手順
の登録が可能

メモ

製作
情報

ヒヤリ
ハット

図面

見積り

製品構造に情報をリンク

等々
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２００７／０８／０２

システム展開

メモ、用語、ノウハウ
の登録

全文
検索DB

文書登録

全文検索

既存機能
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２００７／０８／０２

個人ノウハウ情報の登録個人ノウハウ情報の登録

登録情報の選択

情報の記入

情報の検索
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２００７／０８／０２

個人情報登録機能（ノウハウ登録）

報告書等 技術情報 メモ

登録

一般利用情報
データベース

個人環境
正式登録資料
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２００７／０８／０２

課題

 手動・自動手順の登録

 うまく行う、注意のような抽象的な内容の登録

 簡単にメモ等、管理情報のないものの登録

●個人環境とサーバ環境の変換登録機能



17

SIG-KST発表

２００７／０８／０２

まとめ

 ノウハウとは個人取得した断片的な行動情報

 個人のノウハウをいきなり一般化してサーバに登
録することは困難

 微小行動に展開して行動手順を記録、提示する

個人の業務を理解したパートナーコンピュータ

 ユーザに優しいノウハウ伝授システムの実現
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２００７／０８／０２
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